
平成 26年 10月 10日 

気 象 庁 

 

 

お知らせ 

～活火山登山者向け情報の提供開始について～ 

 

 

 気象庁では、平成26年９月の御嶽山噴火を受け、当庁発表の最新の火山情報

を登山者等にも迅速かつ的確に伝達する方法として、気象庁ホームページに活

火山登山者向けのページを新たに設け、平成26年10月10日○時から提供を開

始します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関する問い合わせ先】 
気象庁地震火山部火山課 
電話 03-3212-8341（内線・・・・） 

 
 
 



活火山登山者向けのページの概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登山者の皆さんへ 
（気象庁火山情報） 

・噴火警報・予報 
・火山活動の状況 
・防災等の警戒事項等 
・噴火警戒レベルの説明 
（レベル導入火山に限る） 
・火山防災マップ 他 

トップページにバナー

が掲載されます 

地図からご希望の活火

山を選びますと、火山

情報等がご覧いただけ

ます。 



○○山の活動状況 

（平成 26年△月△日 □時□分更新） 
 
１．噴火警報・予報 
＜噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）が継続＞ 
 
２．火山活動の状況 
 ○○山では山頂付近で火山性地震が増加しています。 
 火山性地震は昨日（１０日）昼頃から増加しています。振幅はいずれも小さ

く、火山性微動は発生していません。 
 噴煙の状況は雲のため不明です。地殻変動には、特段の変化は見られていま

せん。 
 
 ９月９日からの火山性地震及び火山性微動の回数（速報値）は以下のとおり

です。 
 
                火山性地震   火山性微動 
  ９月  ９日          １０回     ０回 
    １０日          ５１回     ０回 
    １１日（１０時まで）   ４９回     ０回 
     
 火山性地震の日回数が５０回を超えたのは、××××年△月△日以来です。 
 
３．防災上の警戒事項等 
 ○○山では、××××年にごく小規模な噴火が発生した火口内及びその近傍

に影響する程度の火山灰等の噴出の可能性がありますので、引き続き警戒して

ください。 
 地震活動が活発になっていることから、火山活動の推移に注意してください。 
 
 今後、火山活動の状況に変化があった場合には、随時お知らせします。 
 
 ・最新の噴火警報（リンク）（平成×年△月△日□時□分発表） 
・最新の火山の状況に関する観測情報（リンク）（平成×年△月△日□時□分発

表） 
 ・最新の火山活動解説資料（リンク）（平成×年△月△日□時□分） 
 



噴火警戒レベルの説明（例：御嶽山） 
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平成20年3月31日運用開始
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-地震活動の高まりゃ地殻変動等により、小規機噴火の発
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注1)ここでいう『大きな噴石J と I~. 主として燥の影響を受けず民弾道を鎗いて飛敵する ものとする.
注2)噴火聾戒レベルは.火山ガスに附する規制とは異なる。
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火山防災マップ（例：御嶽山、出典：岐阜県） 
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ここで級建している晴火とその~"an図毎l車 、 平成13年度発行の「御鉱山火山防災マップ(御III山火山活動を考
える会)Jにおいて rt国威山ハザードマップ専門S署員会」が検討したものです.
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2万隼前
??万年前 42?年前 . ， 10万?mf現在
i (l)eiJU!御殿火山 仁 ω休止期 i (3) 1(4)1 

司咽 略国 a ・ ，7・'(5)
新紛御調自火山

(1 )笛朗話事獄火山l<t現在の御獄よりも高かったと考えられています.
(2) 30万年以上にもおよぶ畏い休止}舗があり.侵食がすすみました.
(3)休止期のあと.新期御獄火山の活動が始まりました.激しい噴火に

よりカルデラがつくられましたが、その後の噴火によリ緩め立てられ.

現在の御殿山がつくられました.

(4) 2万年前以降には数回のマグマ唄~と多くの*~眠気縄鋳が苑集していた
ことがわかってきました。

(5)俵近の活動として. 1 979年、 199 1 年、 2007~に水書眠気ø，苦が、
1984年にはII野県西Bs地震で「御岳膨れJが発生しました.

御銀山の火山分布
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